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「三田学会雑誌」91卷 2 号 （1998年 7 月）

聽iB H ii鱷丨

中世ロンドンの人口と経済

酒 田 利 夫

は じ め に

ロンドン大学メトロポリタン史研究センタ 

一 (The Centre for M etropolitan H istory) の 

所長を務められているD •キ ー ン （K een e) 博 

士が，1997年 9 月1 6日- 2 0日に慶應義塾大学 

を中心に開催された第2 回日英歴史家会議出 

席のため来日され，同会議におけるセッショ 

ン 2 「メトロポリス現象—— 日英の比較 

 」 （The M etropolitan Phenomenon : Eng­
land and Japan Compared) および比較都市史 

研究会との共催ワークショップ「中世ロンド 

ンの復元」 （Reconstructing of M edeival Lon­
don) において，各々同題目の報告をなされ 
( 1 )

た。両報告は，長年にわたるキーン博士の緻 

密な中世ロンドン史研究を踏まえて，従来の 

中世ロンドン史解釈を塗りかえる事実を提示 

し，新たな解釈を試みた極めて興味深い報告 

であり，本稿は，主として両報告を中心とす

( 1 ) Keene (1997a); (1997b).

る博士の研究に基^ Tきながら，これまでのキ 

— ン博士の研究によって提示された中世ロン 

ドンの人口および経済に関する新たな事実と 

解釈を紹介し，かつ若干のコメントを加えん 

とするものである。

キ一ン博士のこれまでの研究で最も注目さ 

れるのは，ロンドン，特にその中心部チープ 

サイドにおける不動産に関する史料を用いて， 

中世都市ロンドンの都市空間を通りの1 軒 1 
軒の細部にわたるまで詳細に復元することに 

よって，建築密度および不動産価#;の長期趨 

勢を明らかにしたことである。 というのも， 

この研究によって，従来しばしば中世を通じ 

て多かれ少なかれ成長を続けてきたと考えら 

れていたロンドンが，かなりの変動を経験し 

ていたことが明らかにされたからであり， ま 

ずは人口の変動についてみてみよう。
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ます，チープサイドにおける家屋の増減を

示す図 1 は，同地域における建築密度の趨勢

をあきらかに不すものであり，不動産価値の

図 1 チープサイドにおける家屋の增減 

(1300-1650 年）

変化を示す図2 は，ロンドン市中心部たる同

地域の土地.空間に対する需要の変化をより
( 4 )

敏感に示すものといえよう。すなわち，チー 

プサイドの不動産に対する需要は，1300年以 

降後退し，15世紀には多くの空地•空家がみ 

られ，1600年まで1300年におけると同様の需 

要が起こらなかつたといえるのである。

こうした趨勢は，人口および経済の趨勢を 

反映するものといえるが， より前者を反映す 

るものといえ，キーン博士によれば1300年に 

おけるロンドンの人口は1600年と同様の約8 
万人を数え，その後14世紀中葉における黒死 

病の流行による農村の人口減少とほぼ平行し 

て減少 • 停滞し，16世紀後半以降において増

図 2 チープサイドにおける不動産価値の変化（1300-1670年）

200

100

1300 1350 1400 1450 1500 1550 1600 1650

( 2 ) K eene (1985a)，p_19 より.
(3 )  Keene (1985a)，p .20より• 尚，本図においては単位が記されていないが， セミナーにおける箠者の 

質問に対するお答えによれば，15世紀後半の平均値を100とするインデックスとのことである。また， 

ロンドンにおける建築労働者の賃金によって，物価騰貴による増加分を修正してある。

( 4 ) K eene (1997b)，pp.8-9.
( 5 ) K eene (1985a), pp.19-20.
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加趨勢に入るものの，1600年までは1300年の 

水準を回復しなかったとされるのである。

この点は，ロンドンの人口が全国人口に占 

める比率の変化にも反映されており，11世紀 

前半において1 パーセントであったその数値 

は，14世紀には 2 ハ"一セントに倍増するもの 

の，1520年代においても2 パーセントのまま 

に過ぎず，1500-1600年間に 5 パーセント， 

1600-1700年間に10パーセントへと急増する
( 7 )

のである。

II

i 中世ロンドンの経済趨勢は，すでにみ 

た人口趨勢に反映されているといえるが，特 

に1300年にロンドンの人口が8 万人に達して 

いたという点が，キーン博士の注目すべき事 

実発見および主張のひとつであり，そうした 

大規模な人口が如何に達成されえたのかとい 

う点が， もうひとつの大きな論点となる。

この点についてキーン博士は， まずロンド 

ンが，最大かつ最も多様で熟練した製造業の

中心であるとともに小売業の中心地であった
( 8 )

ことを指摘されるが，今回の報告で最も注目 

されたのは，ロンドンの発展の鍵が大睦にお 

ける商業ネットワークとの長期にわたる結び 

つきにあったことを指摘され，特に外国貿易 

の発展を重視されたことである。すなわち，

ロ一マ支配の時代以来，ブリテン島内におけ 

る流通の中心的な位置と何よりも大陸との直 

接的関係が，ロンドンの繁栄の継続的局面に 

おいて決定的であり，それは， より速やかに 

は陸路カンタベリ（Canterbury) を経てド一 

ヴァー海峡を渡る通商路と，嵩ばる商品につ 

いてはテームズ川を経て大陸のライン， ミュ 

ーズ，セーヌの河川システムに繫がるより時 

間のかかる通商路とが存したこと，ローマ撒 

退後のロンドンは，多少の衰退が見られたも 

のの政治 . 教会の中心地として生き残り， 7 
_ 9 世紀には，特に現在の低地諸邦（the Low  
Countries) や北フランスとの強い紳をもと 

に，再び重要かつ人口の多い貿易中心地とな 

ったこと，その後，ヴァイキングの侵入によ 

って上記貿易が妨げられるものの，その商業 

中心地をローマ時代の市壁内に再確立して近 

代都市ロンドンの枠組みを形成し，商業の復 

活とともに再び伝統的な大陸との通商バタ一 

ンに巻き込まれていったこと，かくして13世 

紀にはイングランドの外国貿易に占めるロン 

ドンの比率が倍増し，約35% に達したことを 

指摘されるのである。

さらに中世ロンドンの繁栄に関する博士の 

議論において注目されるのは，かねてからロ 

ンドンが，大陸の他の都市と異なり，多様な 

機能を併せ果していたこと，特に従来あまり 

評価されてこなかったその首都機能をより重

( 6 ) K eene (1985a), pp.19-20; (1989)，p.101; (1997a), p.9; (1997b), pp.8-9.
(7  ) K eene (1989), p.99; (1997a), p.4.
(8  ) K eene (1997a), p.4.
( 9 )  K eene (1989)，pp.99-101; (1997a)，pp.3-4• 尚，大陸との関係，特に外国貿易については，後述のナ 

イチンゲール博士の論文も重視するところである。N ightingale  (1996).
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視し，近代的首都機能をすでに確立していた 

とされる点である。また，その結果として， 

近世についてF. J . フィッシャー（F isher) 
教授が重視したと同様に，ロンドンの発展に 

おけるエリートの街示的消費（co n sp icu ou s  
co n su m p tion) の重要性を指摘された点であ

り，後者については近く論文を発表されると
(1 0)

のことである。

i i 当該期ロンドンの発展がその後背地に 

与えた影響については，報告では，それを過 

小評価してはならないとされ，例えばロンド 

ンから400km内の地域における農村および都 

市の農業および工業に対する首都の需要およ

び資本のあきらかな影響をみることができる
( U )

ことを指摘されたのみであったが，この点は 

キーン博士の重視される点であり，これまで 

の研究によってより詳しくみてみよう。

近世における首都の発展が後背地の農業に 

与えた影響については，すでにフィッシャー

教授の重要かつ優れた研究によって明らかに
(12)

されているが，キーン博士は当該期において 

もロンドンが同様の影響を及ぼしていたこと 

を主張されるのである。

すなわち，ロンドン周辺においては野菜お 

よび果物を中心とした集約的農業の発展が， 

その外側においてはロンドン向け穀物生産お

よび家畜の肥育や酷農業の発展がみられ，前 

者についてはテームズ川上流域，ベッドフォ

— ドシャ，ハ一フォ一ドシャおよびハンアイ

ングドンシャが， また後者についてはレス夕 

一シャ，スタッフォードシャおよびウオリッ

クシャが各々特化していったことを指摘され
(13)
る。図 3 および図4 からも窺われるように， 

最も高価で長距離輸送にみあう小麦の生産地 

域が，馬の飼料用ォート麦および干草生産地 

域の外側に展開をみせ，またみずから移動す 

るために輸送費用が安価な家畜の供給地域は， 

複雑なネットワークを通じてさらにイングラ 

ンド北部地方や西部地方，そしてウェ一ルズ

にまで拡大していたことを指摘されているの
(16)

である。

そうしたロンドン向け穀物取弓Iの中心地と 

して，各々オックスフォードに向かうテーム 

ズ川上流域および道路上のヘンリィ（Hen- 
l e y ) およびハイ • ワ イ コ ム （High W ycom ­
be) ，ハ_ フオ一ドシャのセント.オールノ くン
ズ （St. Albans)，ベッドフオ一ドシャのラト 

ン （Luton) , あるいはテームズ川下流域のフ 

アヴアシャム（Faversham) やロンドンによ 

り近いバ一キング（Barking) ，ブレントフ 

ォ一 ド （Brentford) といった小都市の発展 

が，また家畜取弓丨の中心地として各々ロンド 

ン周辺20kmに位置するロムフォード（Rom-

(10) F isher (1948/90); K eene (1997a)，p .5 .尚，貴族の銜示的消費についてはバロン博士の論文があり， 

またキーン博士もすでに下記の論文で指摘されている。B arro n  (1995); K eene (1990).
(11) K eene (1997a), p .10.
(12) F isher (1935/90); R eed (1996), pp.65-7.
(13) K eene (1989), p.104; (1995)，p.232 ；酒 田 （1997)，12頁.
(16) C am bell e t a l . (1993)，pp.60-3; K eene (1989), p.104; (1995), p .230-2 ；酒 田 （1997)，10-12頁.
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図 3 ロンドン地域の直営地における穀物生産

面積に占めるオー卜麦生産面積の比率（1288-1315年)K

図 4 ロンドン地域の直営地における穀物生産

面積に占める小麦生産面積の比率(1288-1315年)

(14) C am bell e t al. (1993)，p.118, F igu re 12.
(15) Cambell et al. (1993)，p_123, F igu re  16.
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Cambell et al. (1993)，pp.60-3; Keene (1989)，p.104; (1995)，p.230-3 ；酒 田 （1997), 11-13頁. 
Keene (1995), pp.233-6 ；酒 田 （1997)，13-14頁.
Keene (1989)，p.102; (1995)，p.227 ；酒 田 （1997)， 9 頁.
Keene (1989)，p.104.
Keene (1989)，p.104; (1997a), p.4.
Keene (1989), p.103.

f o r d )やキングストン • オン . テ ー ム ズ （K ing­
ston on T h a m e s )といった小都市の発展がみ

(17)
られたことが指摘されている。

また後背地の都市におけるロンドン向けエ

業の発展についても，エセックスのサクステ

ッドT h a x t e d における刃物製造業やサリィ

のキングストン . オン.テームズにおける高

級陶器製造業の事例が挙げられ，かつ後者に

ついては，ロンドンから地方への工業立地の

移動の最初の事例であったという興味深い指 
(18)

摘がなされている。が同時に注目されるのは，

ロンドンの発展が，むしろ後背地における中

規模都市の発展を妨げ，その結果当該地域に

おける都市システムは，ロンドンという単一

の大都市によって支配され，中位の中心地の

ヒ エ ラ ル キ ー の 未発達な，著 し い 「太陽」

(‘so la r’）型であったと主張されている点で 
(19)

ある。

i i i 上述のようにキーン博士によれば， 

1300年に 8 万人に達したロンドン人口は，そ 

の後14世紀中葉の黒死病の流行以降，農村に 

おける人口減少とほぼ平行して減少• 停滞し， 

16世紀後半以降において再び増加趨勢に入る 

ものの，1600年までは1300年の水準を回復し 

なかったのであり，そのことは，ロンドンに 

対する穀物供給の重要な搬出基地であつた上

記ヘンリィに，1300年頃には永続的な拠点を 

構えていたロンドンの穀物商人が，その後消 

え去り，16世紀に再び出現したことにみられ 

る，ロンドンの穀物需要の減少とその後にお

ける復活にも反映されていることが指摘され
(20)

るo
しかしながら，イングランドの富に占める 

ロンドンの富の比率は，14世紀における2%  
強から1520年代においては12% に増加してい 

るのであり，この点が今回の報告後の討論に 

おいても重要な論点となったが，キーン博士 

の説明の要点は，黒死病以後における生活水 

準の上昇とロンドンの相対的な発展であり， 

前者はおそらく都市における一般的な特徴で- 
あったがロンドンにおいて最も著しく， また

後者については農村の富の減少による都市の
(21)

富の相対的な増加を認められた。但し，また 

ロンドンの人口が減少した中世後期において 

も，ロンドンが依然として移住民の中心地で 

あるとともに，生活水準の上昇により農産物 

に対する相対的に高い需要を有したために， 

首^ 3周辺においてはイングランド農村の殆ど

においてみられた人ロ減少を免れたようであ
(22)

ることを付け加えられた。

(17,
(18：
(19：
(20：

(21：

(22；
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Ill

以上にみたキーン博士の研究は，通りの一 

軒一軒の歴史的復元という極めて時間のかか 

る地道な努力の積み重ねによるものであり， 

チープサイドというロンドンの 一 地域に限ら 

れるとはいえ，都市不動産にかんする長期に 

わたる極めて具体的かつ信頼しうる客観的な 

数値が得られたことは重要である。これによ 

って国際的な比較史研究のための貴重な指標 

が提示されたといえるのであり，この点が博 

士の研究の最も重要な貢献といえよう。キー 

ン博士が用いたと同様の史料は，博士の指摘 

されるように，世界中の多くの都市に残存し 

ており， したがって博士の研究に示される都 

市復元の方法は，国際的な比較都市史研究の 

基礎を提供するといえよう。 というのも，博 

士が指摘されるように，「物理的環境に焦点 

をあてることは，それ自体にとっても， また 

はっきりと記録されていない社会現象を調べ 

る手段としても，都市および社会の比較研究 

をしばしば悩ませる歴史的および文化的仮定

という問題を克服する一つの方法だからであ
(23)

る。」

かくして得られた上記の指標に基づく中世

ロンドンの人口推計については，P •ナイチン 

ゲ 一 ル （N ig h tin g a le )博士が，まさに博士の 

研究がチープサイドというロンドンの一地域 

の研究によっていること，すなわち地域差と 

いう問題を指摘しながら，1300年における8 
万人という推計を過大評価と批判し， 6 万人 

というより控え目な数値を提示しているが， 

重要なことは，これまでほぼ4 -  5 万人で一 

定と思われていた中世ロンドンにおける人口 

の趨勢が明らかにされたという点である。す 

なわち，13世紀に著しい発展を示したロンド 

ンは， 1300年には人口 6 -  8 万人に達したも 

のの，その後14-15世紀には人口減少がみら 

れたのであり，中世をつうじて大きく変動し 

ていたことが明らかにされたことこそが重要 

なのである。 というのも，すでに指摘したよ 

うに，従来しばしばロンドンは中世を通じて 

多かれ少なかれ成長を続けてきたと考えられ 

てきており，周知の中世後期イングランドに 

おける都市の衰退をめぐる論争においても例
(24)

外的とされてきたからである。

しかしながら，同時にロンドンの占める富 

の比率が大きく増大したことが明らかにされ 

たことも， また重要である。 というのも，す 

でに別稿においても指摘したように，14-15  
世紀イングランドにおける人口減少は，疫病

(23) Keene (1997b)，p . 9 .キーン博士は，すでにウィンチヱスターについて同様の研究を発表されて 

いるが，さすがにロンドンの規模ははるかに大きく，ロンドンの十分の一を占めるにすぎないチ 

ープサイドの2 — 3 の教区の研究が，すでにウィンチェスターの研究の頁数を越えているとのこ 

とであり，その課題の大きさを示しているといえよう。Keene (1985b); (1997b), p.2.
(24) K eene (1984)，p_18_中世後期イングランドにおける都市衰退をめぐる論争については，さしあ 

たり酒田（1994)，第 3 章および第4 章参照。

193 (361)



の流行から生き残った人々にはより多くの一 

人当りの富をもたらしたのであり，かくして 

もたらされた一般的生活水準の上昇による商 

業化および小都市の発展による都市化の進展 

については，キーン博士やC.ダイヤー博士 

をはじめ近年多くの研究者の指摘するところ 

となっており，この点こそが上記都市衰退論

争を整合的に理解する鍵となると思われるか
(25)

らである。

最後に，以上の点とともにキーン博士の報 

告において注目されたのは，中世から近世へ 

の連続性の主張である。この点は，先 に R. 
B .ドブソン教授が行った中世ロンドン研究の 

サーヴニイ報告においても強く感じられた点 

であるとともに，また急速に発展する近世ロ 

ンドンにおける社会的安定をめぐる論争にお 

いてハ。一ル教授が強調された点でもあるが， 

キーン博士の主張は，パール博士が近世にお 

ける中世的要素の残存を重視されるのに対し 

て，中世において近代的首都がすでに確立し 

ていたとの指摘にみられるように，近代的な 

発展をすでに中世においても認めるものであ 

り，近年におけるイングランド中世経済社会

の再解釈において，極めて重要な主張といえ
(26)

よう。

(1997年12月1 9日成稿）

(経済学部教授）
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